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１月７日、８日１月７日、８日
村内各地で、一年間の無病息災を願いほんやりが行なわれ、村内各地で、一年間の無病息災を願いほんやりが行なわれ、

多くの親子づれが参加しました。（阿島南地区）多くの親子づれが参加しました。（阿島南地区）
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広 報 
村の人口　6,811人（－１） 

　 男　 　3,301人（＋２） 

　 女 　　3,510人（－３） 

　世帯数 　2,045戸（－２） 

（平成19年１月１日現在） 2007 第260号 
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　　　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

４
年
で
２
割
減 

　
消
防
団
員
激
減 

　
　
　
　
　
守
れ
る
か
地
域
防
災
の
要 

　

昨
年
七
月
、
県
南
部
を
襲
っ
た

豪
雨
災
害
で
喬
木
村
で
も
道
路
損

壊
等
の
被
害
の
他
、
伊
久
間
弁
天

橋
付
近
に
お
い
て
提
内
冠
水
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
の
が
消
防
団
員

で
し
た
。
深
夜
、
天
竜
川
の
警
戒

水
位
超
え
を
受
け
、
堤
防
の
水
位

確
認
や
危
険
箇
所
点
検
を
行
う
と

共
に
、
冠
水
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
消
防
ポ
ン
プ
を
天
竜
川
堤
防

に
沿
っ
て
配
置
し
、
排
水
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊

久
間
第
一
団
地
周
辺
へ
の
浸
水
を

防
ぐ
た
め
の
土
の
う
積
み
、
避
難

勧
告
地
区
住
民
の
誘

導
等
も
行
い
、
地
域

住
民
と
一
体
と
な
っ

た
大
活
躍
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
、
現
在

の
消
防
団
の
活
動
は
、

単
に
火
災
の
消
火
活

動
を
行
う
ば
か
り
で

な
く
、
多
く
の
自
然

災
害
か
ら
地
域
住
民

や
地
域
の
財
産
を
守

る
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
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消
防
団
の
活
躍

７月豪雨での伊久間地区排水作業

消防団の水防訓練
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減
少
し
続
け
る
団
員
数

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団

員
で
す
が
、
こ
こ
数
年
団
員
数
が

減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。（
表
一
）平

成
一
四
年
ま
で
二
〇
〇
人
を
維
持

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
団
員

数
は
一
五
七
人
と
、
四
年
間
で
四

三
名
（
二
二
％
）
減
少
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
３
月
に
は
十
七

名
の
団
員
が
退
団
し
ま
す
が
、
新

入
団
員
が
そ
れ
以
上
に
確
保
で
き

な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
減
少
が
進
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
減
少
の
理
由

と
し
て
山
間
地
区
に
お
い
て
は
若

者
の
流
出
が
あ
り
ま
す
が
、
下
段

地
区
に
お
い
て
は
仕
事
の
都
合
等

が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
お
り
、

対
象
年
齢
の
若
者
が
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
団
員
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
消
防
団
員
の
減
少
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
消
防

協
力
員
や
女
性
消
防
団
員

の
制
度
を
設
け
、
地
域
防

災
力
の
保
持
に
勤
め
て
い

ま
す
が
、
大
き
な
災
害
や

火
災
に
対
応
す
る
た
め
一

番
頼
り
に
な
る
の
は
消
防

団
員
の
皆
さ
ん
の
若
い
力

で
す
。

　

最
近
で
は
若
者
が
集
団

行
動
を
嫌
い
、
個
々
の
時

間
を
重
要
に
考
え
る
傾
向
が
強
ま

り
、
消
防
団
に
入
ら
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
ま
す

が
、
消
防
団
と
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
改
善
も
存

在
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
し
て

受
け
止
め
た
上
で
、
地
域
防
災
の

担
い
手
と
し
て
の
若
者
の
役
割
に

も
是
非
気
づ
い
て
い
た
だ
き
、
消

防
団
員
減
少
の
問
題
を
多
く
の
ご

家
庭
や
職
場
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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消防団員数の推移（表1） 
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一
月
七
日
の
午
後
、
中
央
社
会

体
育
館
で
一
一
〇
名
の
団
員
が
参

加
し
喬
木
村
消
防
団
の
出
初
め
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
の
中
で
、
永
年
の
消
防

団
活
動
に
対
し
長
野
県
消
防
協
会

長
表
彰
の
他
、
各
表
彰
の
伝
達
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

　

敬
称
略　
（　

）は
出
身
班

長
野
県
消
防
協
会

○
功
労
章　

筒
井　

孝
教（
町
）

○
努
力
章　

田
仲　

清
司（
田
上
川
）

○
精
績
章　

宮
澤　

文
彦（
町
）

　
　
　
　
　

羽
生　

弘
之（
上
平
）

○
技
術
章　

小
池　

喜
彦（
富
田
）

○
精
勤
章　

木
下　

哲
也（
南
）

　
　
　
　
　

多
田　

幸
治（
大
和
知
）

　
　
　
　
　

池
田　
　

誠（
上
平
）

　
　
　
　
　

木
下　

保
彦（
富
田
）

　
　
　
　
　

羽
生　

昌
司（
帰
牛
原
）

　
　
　
　
　

根
津　

啓
之（
町
）

飯
伊
消
防
協
会

○
功
績
章　

原　

賢
一（
南
）

○
功
労
章　

市
瀬　

新
吾（
南
）

　
　
　
　
　

小
山　

正
志（
帰
牛
原
）

　
　
　
　
　

内
山　

和
也（
南
）

　
　
　
　
　

藤
森　

伸
一（
馬
場
）

北
部
地
区
班

○
努
力
章　

筒
井　

孝
教（
町
）

　
　
　
　
　

田
仲　

清
司（
田
上
川
）

　
　
　
　
　

小
池　

喜
彦（
富
田
）

長
野
県
知
事
表
彰（
退
団
者
）

　
　

湯
澤　

直
幸（
北
）

　
　

松
島　

淑
宜（
上
平
）

　
　

畑
中　

孝
一（
富
田
）

　
　

土
屋　

善
弘（
大
和
知
）

　
　

大
平　
　

誠（
帰
牛
原
）

　
　

木
下　

寛
司（
富
田
）

　
　

桐
生　

信
一（
北
）

　
　

久
保
田　

政
信（
上
平
）
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出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

児
童
等
を
狙
っ
た

悪
質
な
犯
罪
が
全
国

各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
喬
木
村
で

も
同
様
の
犯
罪
が
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
村
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
地

域
で
の
犯
罪
の
未
然

防
止
を
目
的
に
活
動

し
て
い
た
だ
く
生
活

安
全
指
導
員
を
平
成

十
七
年
度
か
ら
五
十

二
名
の
方
に
委
嘱
を

し
、
お
願
い
を
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
二
年
間
の
任
期
で
平

成
十
九
年
度
か
ら
、

ま
た
、
新
た
な
指
導
員
の
方
に
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。）

生
活
安
全
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、

蛍
光
グ
リ
ー
ン
の
帽
子
と
安
全
ベ

ス
ト
を
着
用
し
、
毎
月
、
登
下
校

時
の
見
守
り
・
パ
ト
ロ
ー
ル
や
夜

間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

十
二
月
十
三
日
に
は
、
夜
遅
く

に
な
り
ま
す
が
、
飯
田
警
察
署
の　

柴　

防
犯
指
導
係
長
を
講
師
に
、

防
衛
用
具
（
さ
す
ま
た
）
等
の
研

修
会
を
実
施
し
、
多
く
の
生
活
安

全
指
導
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
生
活
安
全
・
防
犯
は
、

役
場
・
生
活
安
全
指
導
員
の
活
動

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
も
ご
自
分
の
住
ま
わ

れ
る
地
域
で
の
犯
罪
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
ま
ず
、
身
の
回
り
か
ら

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎　

防
犯
四
原
則
（
次
の
四
原
則

を
守
っ
て
い
る
住
宅
は
侵
入
さ
れ

に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。）

一　

時
間（
侵
入
に
五
分
以
上
か
か

る
こ
と
）

二　

目（
人
の
目
に
つ
く
）

三　

光（
明
る
く
照
ら
さ
れ
る
）

四　

音（
警
報
音
な
ど
大
き
な
音
に

よ
る
威
嚇
）

「
ラ
イ
ポ
く
ん
安
心
メ
ー
ル
」 

に
つ
い
て 

「
ラ
イ
ポ
く
ん
安
心
メ
ー
ル
」 

に
つ
い
て 

長
野
県
警
察
で
は
、
子
ど
も
に

対
す
る
声
か
け
事
案
等
の
安
全
情

報
を
提
供
す
る
た
め
、「
ラ
イ
ポ

く
ん
安
心
メ
ー
ル
」
の
運
用
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。「
ラ
イ
ポ
く
ん

安
心
メ
ー
ル
」
で
は
会
員
と
し
て

登
録
さ
れ
た
方
に
県
内
で
発
生
し

た
次
の
よ
う
な
事
案
等
に
関
す
る

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

村
民
の
方
で
関
心
の
あ
る
方
は
、

登
録
を
積
極
的
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
県
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.nagano.jp/police

/seian/shonen/m
ail/uny

o.htm

生活安全指導員研修会の様子

●● 22月月のの結結婚婚相相談談日日 ●●

　２月１０日 土曜日
　午後７時００分～午後８時３０分
　喬木村老人福祉センター　第一会議室
※相談日に関わらず、随時下記にて結婚に

ついてのご相談を受け付けております。

お問い合わせ
　喬木村役場　住民課福祉係
　　担当：市瀬　　電話：３３－５１２３

○
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
事
案

等
の
情
報

○
子
ど
も
対
象
犯
罪
の
情
報

○
重
要
ま
た
は
特
異
な
事
件
情
報

○
そ
の
他
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等

に
有
益
な
情
報　

等

長野県警察シン
ボルマスコット
ライポくん
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納税相談日程

会　　場地　区曜日月　日

役場2階委員会室全地区金２月16日

集 落 セ ン タ ー氏　乗月　　１９日

集出荷センター大和知火　　20日

第 二 公 民 館 富　田水　　21日

〃〃木　　22日

公 民 館大　島金　　23日

区 民 会 館加々須月　　２６日

老人福祉センター

　 ２　 階　

第二第三会議室 

全地区

火～

木

２月27日
～

３月15日
（土日を除く）

イ　

前
年
中
（
平
成
十
八
年
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
）

に
事
業
所
得
、
土
地
・
建
物
を

貸
し
た
不
動
産　

所
得
、
土
地
・

建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
っ
た
人

ロ　

二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
・
年

金
を
受
け
た
人

ハ　

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

所
得
が
あ
る
人

ニ　

年
金
所
得
者
の
方
は
、
全
員

申
告
し
て
く
だ
さ
い

ホ　

内
職
、
家
事
手
伝
、
パ
ー
ト

な
ど
で
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を

受
け
な
か
っ
た
人
。
ま
た
は
年

末
調
整
を
し　

て
い
な
い
人

ヘ　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

雑
損
・
医
療
費
・
寄
付
金
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

イ　

税
務
署
へ
平
成
十
八
年
分
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
人

ロ　

一
ヶ
所
か
ら
の
給
与
所
得
の

み
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

行
っ
た
人

イ　

申
告
用
紙
（
確
定
申
告
書
の
送

付
の
あ
っ
た
人
の
み
）

ロ　

農
業
所
得
の
収
支
計
算
書
（
内

訳
書
）
※
全
量
自
家
消
費
の
方
は

不
要

ハ　

平
成
十
八
年
分
源
泉
徴
収
票

（
給
与
、
年
金
等
）

ニ　

印
鑑

ホ　

建
設
国
保
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
・
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
、

農
業
者
年
金
保
険
料
等
の
証
明
書

等
ヘ　

生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、

小
規
模
企
業
共
済
等
の
掛
金
支
払

証
明
書

ト　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

領
収
書
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
、

在
宅
介
護
費
用
証
明
書
等

チ　

初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、
新
築

住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書
、
請
負

契
約　

書
又
は
売
買
契
約
書
の

写
、
住
民
票
、
借
入
金
年
末
残
高

証
明
書

リ　

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
方

は
、
配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票

ヌ　

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
等

ル　

還
付
先
あ
る
い
は
引
落
口
座
番

号
の
わ
か
る
預
金
通
帳

　

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
還
付

申
告
さ
れ
る
と
所
得
税
が
返
っ
て

き
ま
す
。

イ　

給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
・

医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人

ロ　

給
与
所
得
者
で
退
職
し
、
納

め
過
ぎ
の
所
得
税
の
あ
る
人

ハ　

予
定
納
税
者
で
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
人

○
青
色
申
告
者
、
山
林
所
得
、
株

式
譲
渡
所
得
等
が
あ
っ
た
方
は
税

務
署
で
確
定
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

平平成成１１８８年年分分申申告告のの主主なな改改正正点点
■定率減税額の引下げ

　　　（改正前）　　　　　　（改正後）
所得税額の２０％相当額　所得税額の１０％相当額
　〈限度額２５万円〉　　　〈限度額１２万５千円〉

　所得税の確定申告と住民税の申告を行う時期となりました。村では２月１６日より３月１５日まで、納税相談

を行いますので忘れずに申告をしてください。期限間近になりますと大変混雑しますので申告は早めに済ま

せましょう。

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
に
必
要
な
も
の

給
与
所
得
者
の
還
付
申
告

給
与
所
得
者
の
還
付
申
告

そ

の

他

そ　

の　

他
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次
世
代
型
情
報
通
信
基
盤
整
備 

小
規
模
説
明
会 

　
　
１
月
17
日
よ
り
62
会
場
で
開
催 

　

平
成
十
九
年
度
に
事
業
を
予
定

し
て
い
る
、
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
に

替
わ
る
次
世
代
型
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
の
隣
組
を
単
位
と
し
た

小
規
模
説
明
会
を
下
記
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
基
本
使

用
料
の
他
、
選
択
サ
ー
ビ
ス
の
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
や
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
料
金
、
宅
内

工
事
の
様
子
な
ど
、
昨
年
十
一
月

に
行
っ
た
地
区
懇
談
会
で
お
伝
え

で
き
な
か
っ
た
内
容
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
皆
さ
ん
の
素

朴
な
疑
問
点
に
も
お
答
え
し
て
い

き
ま
す
。

　

是
非
、
全
世
帯
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

隣組に未加入の皆さんや、

地区での説明会に参加できなかった方を対象に

3月4日（日） 午前１０時～ 防災センター２階
で再度説明会を開催します。

次世代型情報通信基盤整備 小規模説明会　開会時間：各会場とも 午後７時より開会

会場地区会場地区会場地区曜日日月
桃添上会所加々須野田原会所加々須桃添中央会所加々須水１７１

牧畑集落センター大島大島公民館大島上平集会場大島木１８
大和知公民館大和知金１９

第２常会所富田第１常会所富田氏乗集落センター氏乗月２２
第４常会所富田第３常会所富田貸又庚申堂氏乗火２３
第７常会所富田第６常会所富田第５常会所富田水２４

観音堂加々須第８常会所富田木２５
第１１常会所富田第１０常会所富田第９常会所富田金２６

伊久間加工センター伊久間月２９
大和知公民館大和知伊久間加工センター伊久間火３０

伊久間加工センター伊久間水３１
伊久間加工センター伊久間木１２
伊久間加工センター伊久間金２

南農事集会場南南消防センター南月５
馬場伝承館馬場南農事集会場南火６
馬場伝承館馬場南農事集会場南南消防センター南水７
馬場伝承館馬場南農事集会場南木８
馬場伝承館馬場南農事集会場南金９

田上川消防センター田上川上の原会所上平阿島傘伝承館町火１３
上平集落センター上平阿島傘伝承館町水１４

田上川消防センター田上川上平集落センター上平阿島傘伝承館町木１５
田上川消防センター田上川宮本公民館両平阿島傘伝承館町金１６

喬木村第１公民館郭帰牛原会所帰牛原火２０
帰牛原会所帰牛原水２１

喬木村第１公民館郭金２３
寺の前集落センター寺の前五反田会所北北コミュニティセンター北月２６
寺の前集落センター寺の前田中集会所北北第１公民館北火２７
北第２公民館北五反田会所北北コミュニティセンター北金２３

個人住民、説明会欠席者を対象とした説明会：防災センター２階　午前１０時より日４
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健
康
増
進
施
設
 

　
　
　
体
験
講
座
参
加
者
募
集

健
康
増
進
施
設
 

　
　
　
体
験
講
座
参
加
者
募
集

北部 
５町村 

　

北
部
地
区
ふ
る
さ
と
振
興
協
議

会
で
は
、
健
康
増
進
を
目
的
に
北

部
地
区
五
町
村
内
に
あ
る
施
設
を

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う「
ち
ょ
っ

と
貸
し
て
な
健
康
増
進
い
き
き
ガ

イ
ド
」
を
作
成
し
、
今
月
各
戸
へ

配
布
を
し
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
の
た
め
、
是
非
紹
介

し
た
施
設
を
活
用
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
併
せ
て
施
設
の
利
用
体

験
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
下
記

の
と
お
り
体
験
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
役
場
健

康
環
境
室
（
�　

－

５
１
２
５
）

３３

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
な
お
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

定員講座の内容講　師実施場所実施日時講座名

２０名

水の特性を生かし、膝、
腰に障害のある方、日頃
運動習慣のない方にも無
理なく、楽しく筋力アッ
プとリフレッシュができ
る方法を指導します。

㈲健康サポート
健康運動指導士
小林新一さん
大倉和恵さん

リフレッシュタウ
ンまつかわの里
室内温水プール

平成１９年
３月１日（木）
１４：００～１５：００

「リフレッシュタ
ウンまつかわの里
室内温泉プール」
体験講座

平成１９年
３月８日（木）
１４：００～１５：００

平成１９年
３月１５日（木）
１４：００～１５：００

１５名

水中ウォーキングをはじ
められる方に、一人でで
きるウォーキング方法や
水中でのリラクゼーショ
ン方法を紹介します。

高森町社会福祉
協議会
健康運動指導士
宮下真由美さん

健康センター
あさぎり

平成１９年
２月１８日（日）
１５：３０～１６：３０「健康センターあ

さぎり温水プー
ル」体験講座 平成１９年

２月２５日（日）
１５：３０～１６：３０

３０名

準備運動と正しいウォー
キングのポイントを学ん
だ後、喬木村総合グラウ
ンドを利用してのウォー
キングを行います。

ＮＰＯ法人オウ
ルプロ
健康運動指導士
酒井浩文さん

喬木第一小学校
体育館

平成１９年
２月２０日（火）
１９：００～２０：３０

「ウォーキング」
体験講座１

３０名

準備運動と正しいウォー
キングのポイントを学ん
だ後、豊丘村役場周辺竜
東一貫道路を利用しての
ウォーキングを行います。

豊丘村保健セン
ター

平成１９年
２月１５日（木）
１９：００～２０：３０

「ウォーキング」
体験講座２

＊リフレッシュタウンまつかわの里温水プール（１回５００円）、健康センターあさぎり（１回４００円）の施設
利用料は各自負担をお願いします。

ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
、
肥
料
袋
な
ど
の

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
産

業
廃
棄
物
と
し
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

Ｊ
Ａ
及
び
喬
木
村
農
業
技
術
者
連
絡
協
議
会
で
は
、

今
年
度
二
回
目
の
集
荷
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

近
年
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
消

費
者
か
ら
は
農
産
物
の
生
産
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
土
曜
日
に
実
施
し
、
今
年
度
最
後
の

集
荷
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
集
荷
日
時

　

二
月
十
七
日（
土
）午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時

○
集
荷
場
所

J
A
喬
木
支
所
農
産
物
集
出
荷
場
（
二
号
セ
ン

タ
ー
）

＊
二
月
二
日（
金
）ま
で
に
申
込
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
出
荷
品
目
及
び
方
法
、
経
費
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
一
月
十
二
日
頃
に
農
協
よ
り
配
布
さ
れ

ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
荷
造
り
方
法

に
つ
い
て
も
、
チ
ラ
シ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

＊
法
律
に
よ
り
廃
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
運
搬
を
す
る

車
に
は
、「
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
車
」
と
の
表
示

及
び
書
面
の
備
え
付
け
が
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
ご
不
明
な
点
は
農
協
生
産
課（
�　

－

１
４
３
０
）、

３３

交
流
セ
ン
タ
ー
内
農
政
係
（
�　

－

５
１
２
７
）

３３

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回
 

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

　
集
荷
を
行
い
ま
す
。
 


